
  

第４４回東京モーターショー２０１５の出品内容 

～四輪車・二輪車の参考出品車８車種を追加公開～ 

 

 スズキ株式会社は、第 44 回東京モーターショー2015（主催：一般社団法人 日本自動車工業会）で展示

する出展車両のうち、四輪車・二輪車合わせて 8車種の参考出品車の追加と技術展示を公開した。

スズキは、四輪車計 22 台・二輪車計 12 台の出展車両のうち、四輪車のワールドプレミア 12 台・   

ジャパンプレミア 1 台、二輪車のワールドプレミア 3 台を参考出品車として展示する。 

 
 
＜追加公開の参考出品車＞ 

四輪車：4 車種 

 ソリオ ハイブリッド／アルト ワークス／ハスラー／キャリイ 軽トラ市仕様 

二輪車：4 車種 

フィール フリー ゴー！／ＧＳＸ－ＲＲ／ＧＳＸ－Ｒ１０００ ＡＢＳ ３０周年記念カラー／ジクサー 

 

今回の東京モーターショーのスズキブース出展テーマは、「ＳＵＺＵＫＩ ＮＥＸＴ １００」。2020 年に

創立 100 周年を迎えるスズキの目指すものづくりを表現し、「次の 100 年」に向けた取り組みを

感じていただくための製品・技術を提案する。 

 

主な展示車 

四輪車 
 

＜参考出品車＞ 

軽自動車の楽しさや使い方の新提案 

新コンセプト軽自動車「ＭＩＧＨＴＹ ＤＥＣＫ（マイティデッキ）」 

・ 様々な使い方に合わせて可動するオープンデッキ

（荷台）とキャンバストップを備えた、新しい

「遊べる軽」を提案する。 

・ “都会と自然”“ウチとソト”“オンと 

オフ”“リラックスとプレイフル”といった、相

反する二つのシーンを自由に行き交う「アーバン

アウトドア」をコンセプトとした軽自動車。 

・ 自動で昇降するオープンデッキをはじめ多彩な

機能を持ち、毎日の生活から遊びまで、さまざま

なライフスタイルに応じて多目的に使用できる。 

  

２０１５年１０月２８日 



＜参考出品車＞ 

新発想コンパクト３列シートミニバンのコンセプト提案 

プライベートラウンジ「Ａｉｒ Ｔｒｉｓｅｒ（エアトライサー）」 

・ 扱いやすいボディーサイズに、プライベートラウ

ンジをコンセプトとした広い室内空間とこだわり

のシートアレンジを備えた、新発想のコンパクト

3 列シートミニバン。 

・ 駐車中には、シートを対面に配置するリラックス

モードや、コの字型配置のラウンジモードにアレ

ンジが可能。また、Ｂピラーから天井までつながる

大画面モニターでスマートフォンのコンテンツを

楽しむことができる。 

・ 移動中だけでなく、駐車して仲間と過ごす時間も

考えた、これまでになかったミニバンを提案する。 

 

 

＜参考出品車＞ 

小型車の新ジャンルに挑戦。オンにもオフにも使える 

コンパクトクロスオーバー「ＩＧＮＩＳ（イグニス）」 

・ 日常と余暇をクロスオーバーさせるクルマを提案。

高めのアイポイントと大きめのロードクリアランス

によって、日常で便利に使えるだけでなく、雪道

や荒れた道でも安心して走れ、週末にはアウトドア

を楽しむことができるコンパクトクロスオーバー。 

・ 圧倒的な存在感をもつコンパクトなボディーに、

シンプルで実用性の高いインテリアを組み合わせ

た、新ジャンルのクロスオーバータイプの小型車。 

 

 

＜参考出品車＞ 

クロスオーバーの楽しさをさらに拡げる 

「ＩＧＮＩＳ－Ｔｒａｉｌ Ｃｏｎｃｅｐｔ（イグニス トレイルコンセプト）」 

・ 都市から自然の中まで、あらゆるシーンで活躍する

「イグニス」のフィールドのうち、ラフロードで

力強く走るシーンを想定したコンセプトモデル。 

・ 大径タイヤやアーチモールなど、アウトドア色を

強めた特別なコーディネートを施し、コンパクトクロス

オーバーである「イグニス」の楽しさをさらに拡げる。 

  



＜参考出品車＞ 

ダイナミックでエレガントなスタイリング、最適なパッケージング、 

高いパフォーマンスを調和させた 

新しいコンパクトハッチバック「Ｂａｌｅｎｏ（バレーノ）」 

・ デザイン、走行性能、燃費性能、実用性といった

コンパクトカーに求められる全ての要素を洗練させ、

高次元で実現した新しいＢセグメントハッチバック。 

・ 大人４人と荷物を載せてもゆったりと遠出できる

後席居住性・荷室容量を確保している。 

・ 新開発の１．０Ｌ直噴ターボ「ブースタージェット 

エンジン」と１．２Ｌ「デュアルジェット エンジン」

をラインアップした。 

 

 

＜市販車＞ 

スズキの４ＷＤの資質を受け継ぎ、進化させた 

コンパクトＳＵＶ 新型「ＥＳＣＵＤＯ（エスクード）」 

・ ジムニーやエスクードで長きにわたり培ってきた、

本格四輪駆動車やＳＵＶとしての資質を受け継ぎ

ながら、幅広いユーザーと時代のニーズに応える

べく、あらゆる面で進化させたコンパクトＳＵＶ。 

・ 初代エスクードから引き継がれてきた、特徴的な

デザインと高い走破性を兼ね備えたパッケージング

を基本に、先進的な安全技術を採用し、優れた

燃費性能も実現した。 

  



追加公開の参考出品車 
＜参考出品車＞ 

スズキ独自のハイブリッドシステムを搭載 
「ＳＯＬＩＯ ＨＹＢＲＩＤ（ソリオ ハイブリッド）」 
・ 新型ソリオに、ＥＶ走行ができる新しいハイブリッド

システムを搭載したモデル。 

・ エンジンとモーターを使い分け、加速時はモーターで

エンジンをアシストするとともに、モーターのみのＥＶ

走行ではより低燃費で静かな走りを可能とする。 

・ 省スペース設計のハイブリッドシステムにより、コン

パクトなボディーと広い室内空間を両立。 

・ ＡＧＳ（オートギヤシフト）によるダイレクト感の

あるドライブフィールを実現。 

 

＜参考出品車＞ 

クルマを操る楽しさを追求し、走りを磨き上げた 
「ＡＬＴＯ ＷＯＲＫＳ（アルト ワークス）」 
・ 「アルト」のターボモデルに、ショートストロークシフト

によるダイレクトなフィーリングで、シフトチェンジの

楽しみを味わえる５ＭＴを搭載した「ワークス」を提案。 

・ エンジンは最大トルクを向上するとともに、アクセル

操作にダイレクトに反応する加速フィーリングを実現。 

・ 専用チューニングを施した足回りは、コーナリング時

の挙動変化を抑え、ダイレクトな操舵感を得られる

スポーティーな特性としている。 

・ ホールド性の高い専用レカロ製シートを採用。内外装

ともに硬派な走りを予感させるデザインとしている。 

 

＜参考出品車＞ 

精悍な「Ｊ ＳＴＹＬＥⅡ」やポップな新カラーを提案 
さらに遊び心くすぐる軽クロスオーバー 「ＨＵＳＴＬＥＲ（ハスラー）」 
・ ワイド感を演出するフロントバンパーガーニッシュや

メッキグリルでより精悍な印象とし、上質感のある

黒で統一したインパネなど、「ハスラー」の特徴を

より際立たせた内外装と充実装備を揃えた特別仕様車

「Ｊ ＳＴＹＬＥⅡ」を提案。 

・ 「ハスラー」も車体色にイエローとグリーンのブラック

２トーンルーフやアイボリーを新しく加え、ポップ

なカラーリングを提案。インパネカラーパネルにも

イエローを新設定し、さらに個性を演出する。 

・ 「Ｓ-エネチャージ」をターボ車に搭載するほか、

デュアルカメラブレーキサポート［衝突被害軽減ブレーキ］、

全方位モニター付メモリーナビゲーションといった最新の装備を採用する。 



＜参考出品車＞ 

全国で開催されている「軽トラ市」を華やかに。 

「キャリイ 軽トラ市仕様」 

・ 「軽トラ市」とは、荷台に野菜などの商品を

載せた軽トラックを集め、直接販売する市場。

設営の手軽さや、生産者と消費者の対面販売が

できることで人気を博しており、商店街の活性

化や観光客誘致の施策として全国各地で開催

されている。 

・ 軽トラ市で活躍している「キャリイ」をモデル

とした「キャリイ 軽トラ市仕様」。コンパクト

で取り回ししやすい「キャリイ」が、商品陳列

にちょうど良い高さとサイズの荷台を活かした移動店舗に早変わりする。 

・ 商店街に並んだときに、背後にある店舗も見通せる最適なテントの高さとし、軽トラ市と商店

街の相乗効果を目指している。 

 

 

＜その他の市販車＞ 

登録車  ：スイフト／ソリオ バンディット／ＳＸ４ Ｓ－ＣＲＯＳＳ 

軽自動車 ：ワゴンＲ／スペーシア／アルト／アルト ラパン／ジムニー／ 

スペーシア 車いす移動車 

 

四輪車出品台数  合計２２台 

 

 

  



二輪車 
＜参考出品車＞ 

気軽に乗れて荷物も運べる、ありそうでなかった遊べるスクーター 

「ＨＵＳＴＬＥＲ ＳＣＯＯＴ（ハスラースクート）」 

・ 気軽に乗れる原付スクーターに、様々な用途に対応

できる収納スペースを備えたコンセプトモデル。 

・ 従来のシート下収納スペースに加え、フットスペース

にも、取り外して持ち運べる収納ケースを装備。

リヤキャリアや車体横にも荷物を積載できる工夫を

施した。 

・ 収納ケースを外せば、テニスのラケットのような

長尺物も積載することができる。 

・ 「ハスラースクート」とは、四輪車の「ハスラー」

と共に遊び心を刺激するモデルという意味を込めて

おり、「ハスラー」のようなポップなカラーリング

が遊び心をかき立てる。 

 

＜参考出品車＞ 

ＧＳＸシリーズの可能性を秘めたコンセプトオブジェ 

「ｃｏｎｃｅｐｔ ＧＳＸ（コンセプト ジーエスエックス）」 

・ 扱いやすく力強い特性のスズキの直列４気筒エン

ジンは、燃費性能、耐久性を高い次元で実現させ、

その技術をＧＳＸ－Ｒ１０００やハヤブサ、ＧＳＸ－

Ｓ１０００など多くの“ＧＳＸシリーズモデル”

に反映してきた。 

・ スズキは「ＧＳＸ」の名を冠する高性能バイクの

象徴として、このコンセプトオブジェを提案する。 

スズキのスポーツモデルの繭
まゆ

のような存在であり、

スポーツモデル作りに取り組む姿勢をカタチにし

たものである。ここからスズキの新しいスポーツモデルが誕生していく。 

  



追加公開の参考出品車 
＜参考出品車＞ 

気軽に乗れる楽しさをカタチにした５０ｃｃ原付クロスバイク 

「Ｆｅｅｌ Ｆｒｅｅ Ｇｏ！（フィール フリー ゴー！）」 

・ 自転車のクロスバイクをモチーフに、軽快なスタイリング

で気軽に乗れる楽しさをカタチにした原付クロスバイク

を提案する。 

・ クロスバイク同様に走る楽しさを味わえるよう、ハンドル

グリップ式のギヤチェンジやサドルシートを採用した

シンプルなスタイリング。 

・ 安心して気軽に乗れるよう、メーター内にリヤビュー

画像を映す機能や、路面に自車の存在を示すライン状の

光を照射する機能を備える。 

・ 「フィール フリー ゴー！」とは、“気軽にバイクに

乗って出かけてほしい”という思いと、スズキ初の二輪車「パワーフリー号」の名に由来する。 

 

＜参考出品車＞ 

ＭｏｔｏＧＰ参戦車両「ＧＳＸ－ＲＲ」 
・ 二輪車レースの最高峰「ＦＩＭ※ロードレース世界選手権

（ＭｏｔｏＧＰ）」での高いパフォーマンスの追求と、

「ＧＳＸ－Ｒ」をはじめとした市販車両への技術フィード

バックを目的に２０１２年より開発を進めてきた。 
※国際モーターサイクリズム連盟 

・ 市販車両「ＧＳＸ－Ｒ」で長年培ってきた素直な操縦性

が発揮できる、車幅を抑えたレイアウトに、新開発直列

４気筒エンジンを搭載した戦闘力の高いＭｏｔｏＧＰ

マシン。 

・ ２０１５年シーズンよりＧＰシーンに復帰し、高いパフォーマンスで観客を沸かせている。 

 

＜参考出品車＞ 

「ＧＳＸ－Ｒ」シリーズ発売３０周年を記念 

「ＧＳＸ－Ｒ１０００ ＡＢＳ ３０周年記念カラー」 
・ スズキの二輪車を代表するスーパースポーツバイク

「ＧＳＸ－Ｒ」シリーズが、１９８５年の初代「ＧＳＸ－

Ｒ７５０」発売から、２０１５年で３０周年を迎えた

ことを記念したモデル。 

・ 「ＧＳＸ－Ｒ」シリーズ「ＧＳＸ－Ｒ６００／７５０／

１０００」（海外向けモデル）に「３０周年記念カラー」

である青／白および赤／黒の２種類のカラーグラフィック

を採用し、タンク上に３０周年デカールを装着して

欧州・北米を中心に海外で販売している。 



＜参考出品車＞ 

スタイリッシュな外観と優れた走行性能、燃費性能を兼ね備えた 

ロードスポーツバイク「ＧＩＸＸＥＲ（ジクサー）」 

・ ２０１４年８月にインドで販売開始し、インド国内の

１３のバイクオブザイヤーを受賞した１５０ｃｃロード

スポーツバイク。スズキのインド生産車種におけるハイ

エンドモデルに位置する。 

・ 大型ネイキッドモデルを彷彿とさせるスタイリッシュ

な外観に、優れた加速性能と経済性を両立した新開発

１５５ｃｍ３エンジンを搭載。 

・ 軽量・高剛性の車体に、インナーチューブ径４１ｍｍの

フロントフォークを装備し、高い運動性能を実現した。 

＜市販車＞ 

隼（ハヤブサ）／Ｖ－Ｓｔｒｏｍ
ス ト ロ ー ム

１０００ ＡＢＳ／ＧＳＸ－Ｓ１０００ ＡＢＳ／ 

ＧＳＸ－Ｓ１０００Ｆ ＡＢＳ／ＧＳＲ２５０／ＤＲ－Ｚ５０ 

 

二輪車出品台数  合計１２台 

 

 

その他市販展示 

電動車両    ＥＴ４Ｄ       １台 

船外機   ＤＦ３００ＡＰ      １基 

 

 

技術展示 
 １．０Ｌ 直噴ターボエンジン「ブースタージェット エンジン」 

 １．４Ｌ 直噴ターボエンジン「ブースタージェット エンジン」 

 １．２Ｌ ガソリンエンジン「デュアルジェット エンジン」 

 ０．８Ｌ ２気筒ディーゼルエンジン「ＤＤｉＳ エンジン」 

 車体の構造を刷新した「新プラットフォーム」 

 ハイブリッドシステム 

 新しい四輪制御システム「ＡＬＬＧＲＩＰ」 

 ＨＭＩ技術  ＊ＨＭＩ＝ヒューマン・マシン・インターフェイス 

 二輪用ターボエンジン 

 空冷式燃料電池システム「バーグマン フューエルセル スクーター」 

 リーンバーン制御エンジン「船外機ＤＦ２００Ａ」 カットモデル 

 

 
第 44 回東京モーターショー2015 スペシャルサイト 

http://www.suzuki.co.jp/car/entertainment/motorshow/2015/ 

http://www.suzuki.co.jp/car/entertainment/motorshow/2015/

